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　青森湾西岸断層帯は，青森県東津軽郡蓬田村から青森市に向かって，北北西−南南東方向に延びる長さ約31

km断層帯であり，青森湾西断層，野木和断層，入内断層から構成される西傾斜の逆断層帯である（地震調査研

究推進本部, 2004）。楮原ほか（2017）および坂下ほか（2017）では，2016年に蓬田村周辺において青森

湾西断層を横断する浅層反射法地震探査およびCSAMT探査を実施し，浅部で低角化した青森湾西断層とその逆

断層運動によって変形を受けた地質構造を明らかにした。本研究では，楮原ほか（2017）および坂下ほか

（2017）と同一測線において2017年に重力探査を実施し，ブーゲー重力異常による地下の密度構造を推定し

た（岡田ほか, 2018）。 

　得られたブーゲー重力異常は，浅層反射法地震探査（楮原, 2017）およびCSAMT探査（坂下, 2017）から

得られた地下の地質構造を拘束条件として用い，タルワニ法（Talwani et al., 1959）によって，地下構造を検

証した。しかし，2018年の発表（岡田ほか, 2018）では，各地層の密度の推定に検討の余地があり，観測

ブーゲー重力異常と計算ブーゲー重力異常の一部に乖離がある部分もあった。そこで，各地層の露頭において

サンプリング調査を実施し，岩石密度測定（村田ほか編, 1991の方法に基づく）を行うことに

よって，ブーゲー重力異常の計算に用いた。一部の層準には，密度の逆転が見られた。密度測定の結果をタル

ワニ法に用いることにより，観測ブーゲー重力異常と計算ブーゲー重力異常の乖離がほぼ解消し，地下の密度

構造の推定が大きく改善された。 
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